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１ ． 資格確認と は？  

   被扶養者認定を受けている 方は、 その要件を引き 続き 満たし ている かの確認（ 資格確認） 手続き

をし ていただき ま す。 任意継続組合員は扶養手当の事後確認が無いため、 その代わり にあたる 手続

き になり ま す。  

   被扶養者は、 組合員に生計を維持さ れ、 収入等の被扶養者要件を満たすこ と によ り 、 掛金【 保険

料】 の負担なく 組合員と 同様に共済組合の医療給付を受ける こ と が可能です。 こ のため、 昨年中に

共済組合の被扶養者要件を欠いていなかったか、 当年も 被扶養者要件を欠く こ と がないかについて

確認さ せていただき ま す。  

   期限内に手続き を完了し なかった方については、 被扶養者認定が無効になり 、 共済組合が負

担し た医療費又は各種給付金を返還し ていただく こ と と なり ま すのでご注意く ださ い。  

 

２ ． 対象者は？ 

   資格確認の対象者は、 当年７ 月１ 日時点において特別認定を 受けている 被扶養者です。  

   ただし 当年４ 月１ 日以降に、 新規又は認定区分変更で特別認定を受けた被扶養者は除き ま す。 

 

被扶養者と し ての要件を満たし ている  ⇒ 
こ の通知に基づき 、 特別認定（ 資格確認） の手

続き を行ってく ださ い。  

被扶養者と し ての要件を満たし ていない ⇒ 
速やかに被扶養者取消の手続き を 行ってく ださ

い。（ Ｐ ５ 参照）  

 

３ ． 書類作成上の注意点 

 （ １ ）  被扶養者特別認定申請書※１  

    ア． 資格確認の専用様式で作成し てく ださ い。 ただし 、 通常の被扶養者特別認定申請書でご提

出いただいても 承り ま す。  

    イ ． 続柄、 性別、 年号は裏面のコ ード 表を参照し てく ださ い。  

    ウ ． 所属所の受付印は不要です。 ご提出も 共済組合に直接送付し ていただいて構いません。  

 

 （ ２ ）  扶養の申立書※１  

    ア． 認定を受けよ う と する 被扶養者１ 名につき １ 枚作成し てく ださ い。  

    イ ． 認定を受けよ う と する 被扶養者が組合員と 別居し ている 場合 

     ・  金銭援助の有無及び金額を必ず記入し てく ださ い。  

     ・  送金額には、 生活費（ 衣食住に関わる も の） の合計月額を記入し てく ださ い。  

       なお、 共済組合の被扶養者認定においての同居・ 別居の区分はあく ま で生活実態がどう
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である かによ って判断し ま す。組合員と 認定を受けよ う と する 被扶養者の住民票上の住所

が同じ であっても 実際は別居である 場合、 別居と し て扱いま す。  

 

    ウ ． 認定を受けよ う と する 被扶養者の収入の有無 

     ・  収入の有無の欄は、 当年１ 月から １ ２ 月ま でについて、 漏れなく 記入し てく ださ い。  

     ・  収入（ 見込みを含む。） がない場合は、「 無」 を「 ○」 で囲み、 見込額に 0 円と 記入し て

く ださ い。  

     ・  収入には所得税法上非課税と なる も の（ 給与の中の通勤手当、 遺族年金、 障害年金など）

や個人年金の総額を含みま す。  

 

    エ． 家族構成については、 以下に該当する 方を漏れなく 記入し てく ださ い。  

     ・  組合員と 同一世帯に属する 家族全員（ 認定を受けよ う と する 被扶養者を含む。）  

     ・  認定を受けよ う と する 被扶養者に対し て、 組合員と 同等以上の扶養義務を負う 方 

 

    オ． 扶養し なければなら ない事情について 

     ・  就労でき ない事情などを具体的に記入し てく ださ い。  

     ・  認定を受けよ う と する 被扶養者が別居し ている 場合は、 その理由及び金銭援助の方法を

記入し てく ださ い。  

 

  ※１ ． 各用紙は公立学校共済組合三重支部ホームページ（ https: //www.kouritu.or.jp/mie/） のト ッ プページ

「 お知ら せ」 一覧の「 被扶養者（ 特別認定該当者） の資格確認」 から ダウ ンロ ード する こ と ができ

ま す。（ 以下、 当し おり P1 から P５ ま での※１ の注意事項と し てすべて適用し ま す。）  

 

４ ． 添付書類について（ Ｐ ７ 参照）  

 （ １ ）  義務教育以下も し く は高校生（ 全日制のみ） 以外の被扶養者は最新の所得証明書を添付し て

く ださ い。 所得証明書の添付については、 P1 ４ ～Ｐ 1 ６ で確認し てく ださ い。  

 

 （ ２ ）  高校生（ 全日制のみ） は所得証明書に代えて在学証明書を添付し ていただければ構いま せん。

その他の学生（ 定時制・ 通信制の高校生、 大学生、 専門学校生等） は、 在学証明は不要です。 

 

 （ ３ ）  被扶養者と 組合員が別居し ている 場合は、 組合員から の金銭援助の事実が確認でき る 次のい

ずれかの書類を添付し てく ださ い。  

    ア． 預金通帳の写し （ 複数回の送金及び口座名義人の確認でき る 部分も 必要）  

    イ ． 送金依頼書の控え又はそれに類する も のの写し （ 複数回の送金が確認でき る も の）  

    ウ ． 組合員が認定を受けよ う と する 被扶養者の生計を維持し ている こ と が、 認定の大前提と な

る ため、 別居し ている 被扶養者に対し て、 送金を組合員が行っていない場合は認定を受ける

こ と はでき ま せん。 ただし 、 やむを得ない事情によ り 、 組合員の代わり に組合員と 同居の親

族が、 組合員の資金によ り 送金を行っている 場合は、 その事情を「 扶養の申立書（ 資格確認

用）」 の「 ３ ． 扶養し なければなら ない事情」 に詳細に記入し てく ださ い。  
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被扶養者に対し て、 複数の扶養義務者（ 子に対し て両親など） がいる 場合、 扶養義務者の中で

最も 収入が多い者の扶養に入っていただく こ と になり ま す。 複数の扶養義務者の中でも 組合員が

最も 収入が多いと 確認する ために被扶養者以外の所得証明書等をご提出いただいており ま す。  

 （ ４ ）  生活費等の支援を送金ではなく 手渡し で行っている 場合は、 作成例を参考に「 どのく ら いの

頻度で」「 誰から 誰に」「 いく ら 」 渡し ている かが確認でき る 申立書を、 認定を受けよ う と する

被扶養者が作成し 提出し てく ださ い。（ Ｐ 1 １ 参照）  

ま た、「 扶養の申立書（ 資格確認用）」 の「 ３ ． 扶養し なければなら ない事情」 にも その旨を

記入し ておいてく ださ い。  

 

 （ ５ ）  被扶養者に収入がある 場合、 詳細が分かる 次のよ う な書類を添付し てく ださ い。  

    ア． 給与所得者の場合で、 昨年１ 月以降に給与収入がある 場合は、 勤務先が発行し た「 給与支

払実績証明書」 又は「 給料明細の写し 」（ いずれも 非課税分を含み月額及び年額の総支給額

が確認でき る も の） を添付し てく ださ い。  

      現時点から 当年１ ２ 月ま での間に給与収入がある 見込みなら ば、 同様にその期間の「 給与

支払見込（ 実績） 証明書」 を添付し てく ださ い。 支払済みの分に関し ては「 給料明細の写し 」

でも 構いません。 つま り 、 合計で 2 4 ヶ 月分の給与額が分かる も のをご提出いただく こ と に

なり ま す。 なお、 途中で退職し ている 場合は、 その旨を記載し てく ださ い。  

      今後の見込みについて、 不定期のアルバイ ト である こ と 等が理由で勤務先から 給与支払見

込証明書が発行さ れない場合は、 Ｐ １ ３ を参考に過去の実績等を基礎と し て組合員又は被扶

養者自身で算出し た見込額（ 非課税分を含み月額及び年額の総支給額） を申立書と し て作成

し 、 実績分については、「 給与明細の写し 」 等も 添付し たう えで、「 扶養の申立書（ 資格確認

用）」 の「 ３ ． 扶養し なければなら ない事情」 には給与支払見込証明書が徴収でき ない理由

を組合員が詳し く 記入し てく ださ い。  

      昨年度中に退職を理由に被扶養者と なった方のう ち、 所得証明書に記載さ れた給与収入が

被扶養者と なる 前の収入のみであり 、 かつ被扶養者と なった以降は給与収入が無い場合は、

給与明細ではなく 「 退職の源泉徴収票の写し 」 を添付いただければ構いま せん。  

 

    イ ． 営業、 不動産、 農業、 漁業などによ る 事業所得がある 方は、 直近の確定申告書の写し 及び

収支内訳書の写し を添付し てく ださ い。  

 

    ウ ． 株等の譲渡収入がある 方は、 取引証券会社が発行する 「 特定口座年間取引報告書」 又は確

定申告書に添付する「 株式等に係る 譲渡所得等の金額の計算明細書」 の写し を添付し てく だ

さ い。 株式の配当がある 場合は、 その金額が確認でき る 書類を添付し てく ださ い。  

 

    エ． 年金受給者（ 障害、 遺族年金及び個人年金を含む） は直近の年金振込通知書等の写し （ 年

金額に改定があった場合は最新の年金額改定通知書の写し 可） を添付し てく ださ い。  

 

    オ． その他、 収入がある 場合はその収入の詳細が確認でき る 書類を添付し てく ださ い。  

 

 （ ６ ）  認定を受けよ う と する 被扶養者に対し て、 組合員以外に扶養義務者がいる 場合、 組合員及び

扶養義務者の所得証明書を P1 ４ ～Ｐ 1 ６ を参考に添付し てく ださ い。 その他、 組合員以外の

扶養義務者に給与収入以外の収入がある 場合の取扱いは上記（ ５ ）のイ から オと 同様と し ます。
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１ ． 被扶養者の収入状況 

  認定を受けよ う と する 被扶養者に対し て、 組合員が主たる 生計維持者であり 、 かつ被扶養者の総収

入（ 非課税収入も 含む） が下記の基準額未満でなければ認定でき ま せん。  

 
年  額 

月   額 

（ ３ か月連続）  

日  額 

(雇用保険受給時) 

・ 障がいを事由と する 公的年金受給者 

・ 6 0 歳以上の者 
1 8 0 万円 1 5 万円 5 ,0 0 0 円 

・ 配偶者でない 1 9 歳以上 2 3 歳未満

の方（ 各年 1 2 月 3 1 日）  
1 5 0 万円 1 2 .5 万円 4 ,1 6 7 円 

・ 上記以外の方 1 3 0 万円 1 0 8 ,3 3 4 円 3 ,6 1 2 円 

 

〇 共済組合の被扶養者認定における 収入と は？ 

   【 パート 、 アルバイ ト などによ る 給与収入】  

    総支給額と し 、 非課税のも のを含みま す。（ 例： 通勤手当、 各種諸手当など）  

 

   【 営業、 不動産、 農業、 漁業などの事業所得】  

    所得税法上の所得と は異なり ます。 確定申告書及び収支内訳書を参照し 、 社会通念上、 明ら か

に当該所得を得る ために必要と 認めら れる 経費を、 総収入から 控除し て算出し ます。  

   （ 注）  共済組合の被扶養者認定において、 経費と 認めら れる も のと そう でないも のについては、 Ｐ 1 ７ 【 別表】

「 被扶養者認定における 事業所得者の経費の取り 扱い一覧」 を参考にし てく ださ い。  

 

   【 年金収入】  

    所得税法上非課税と さ れている 遺族年金、 障害年金の他に個人年金も 収入に含みま す。 年金

の収入額は所得税法上の所得額ではなく 、 年金決定額（ 年金額に改定があった場合は、 最新の年

金額改定通知書等に記載さ れた金額）で判断し ま す。また年金生活者支援金等も 収入に含めま す。  

 

   【 雇用保険や傷病手当金】  

    雇用保険の失業給付や傷病手当金等の各種給付金を基準額以上受給する 場合、 その受給期間中

は被扶養者と し て認定する こ と ができ ません。  

 

２ ． 別居の被扶養者に対する 送金の状況 

  組合員から の送金額が次の基準額を満たし ていなければ認定でき ま せん。  

 

３ ． 扶養義務者の収入比較 

  被扶養者に対し て、 組合員と 同等以上の扶養義務を負う 方がいる 場合、 組合員の収入がその他の扶

養義務者の収入を下回っている と 、 原則と し て認定でき ま せん。（ 休業中の組合員は除く 。）  

組合員から の送金額 ≧ 
被扶養者の収入 ＋ 組合員から の送金額 ＋ 組合員以外から の送金額 
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４ ． 人手不足によ る 労働時間延長等に伴う 一時的な収入変動によ る 収入超過の場合 

  被扶養者の年間収入が各基準額を超過し た場合には認定取り 消し と なり ま すが、 収入の増加が人手

不足によ る 労働時間延長（ 残業の増加） 等に伴う 一時的な収入変動によ る も のである 旨の事業主の証

明を提出し た場合には被扶養者認定の継続が可能と なり ま す。ま た、給料月額が各基準額を 3 カ月連

続で上回った場合についても 、 当該期間について収入の増加が人手不足によ る 労働時間延長等に伴う

一時的な収入変動によ る も のである 旨の事業主の証明を 添付する こ と で被扶養者認定継続が可能と

なり ます。  

  該当する 場合には、 所得証明書や給与明細等の通常提出が求めら れている 書類と と も に「 被扶養者

の収入確認に当たっての「 一時的な収入変動」 に係る 事業主証明書」 をご提出く ださ い。 一時的な収

入変動であった場合でも 事業主証明が提出でき ない場合には、 認定取り 消し と なり ます。 事業主証明

書は三重支部ホームページから ダウ ンロ ード でき ま す。  

 

 

 

 

 

 

被扶養者が被扶養者要件を欠く （ 欠いていた） 場合には、「 被扶養者〔 取消〕 申告書」 ※１ 及び「（ 該

当被扶養者の） 公立学校共済組合組合員被扶養者証」 等に、 要件を欠いていたこ と が分かる 以下の書

類を添付し て提出し てく ださ い。  

  届出が遅れた場合、 該当被扶養者の資格喪失日（ 被扶養者の要件を欠いた日） 以降に共済組合が負

担し た医療費や各種給付金を遡って返還いただく こ と になり ま す。  

 

１ . 取消事由と 添付書類 

取消事由の区分 添付書類 

就 

職 

他の健康保険に加入※２  
資格確認書

※３
の写し 又は事業主発行の就業証明書など

（ 就業開始日が確認でき る も の）
※４

 

上記以外 就業証明書等の就業開始日が確認でき る も の
※４

 

  

見
込
み
含
む 

  

所
得
が
限
度
額
を
超
過 

不定期のアルバイ ト ・ パート 収入

が３ か月連続し て限度額を超過 

限度額を 超過し た３ か月分と その直前の給与明細書の

写し 又は事業主発行の給与支給証明書 

年金の受給開始 ねんき ん定期便、 年金試算結果、 年金証書等の写し  

年金額の改定 年金額改定通知書の写し  

雇用保険の受給開始 雇用保険受給資格者証の写し  

事業所得が限度額を超過 確定申告書（ 収支内訳書を含む） の写し  

扶養義務者の収入が逆転し た場合 
扶養義務者の収入が逆転する 事由発生日が確認でき る

も の（ 次頁参照）  

その他の事由によ る も の 取消事由及び事由発生年月日が確認でき る も の 
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し おり （ 任継）  

 

 

※２ ． 収入が基準額以下であっても 、 アルバイ ト 先等で加入し た場合は被扶養者の取消し と ま り ます。  

※３ ． 市町村の国民健康保険の資格確認書の写し は不可です。  

※４ ． 内定（ 採用） 通知書や採用試験合格通知書は不可です。 ま た、 就業開始日以降に作成さ れたも の

を提出し てく ださ い。  

  

状況に応じ て上表以外の提出をお願いする 場合があり ま すので、 予め御了承く ださ い。  

 

 

 ２ ． 扶養義務者の収入が逆転し た際の取消手続き  

  被扶養者に対し て扶養義務者（ ※5 ） が複数いる 場合は、その扶養義務者の中で組合員の収入が最も 多

いこ と が認定要件と なり ま す。 組合員以外の扶養義務者の方の収入が多く なった場合、 その事実発生

日（ 他の扶養義務者の就職によ り 収入が逆転し た場合は就職日・ 扶養義務者が個人事業主である 場合

は確定申告の提出日 等） をも って被扶養者を取消と する 手続き を行ってく ださ い。  

  なお、 事実発生日が判然と し ない場合は今回の資格確認の基準日（ ７ 月１ 日） をも って取消し と す

る 手続き を行ってく ださ い。  

 

※５ .対象の被扶養者を扶養する 義務を負っている 者のこ と で、 例えば被扶養者が子なら ば、 組合員

と 組合員の配偶者が扶養義務者と なり ます。  
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し おり （ 任継）  

 

 

高
校
生

　
　
（

全
日
制
）

※２

○ ○ ○

○ ○ ○

〇

○

○ ○ ○

【 給与収入があ る 方】
給与支払（ 見込） 証明書 ○

【 年金（ 個人年金含む） を 受給
中の方】
年金額が分かる も のの写し

○

【 事業所得や、 年金以外の雑収
入がある 方】 ※5

確定申告書の写し
○

※6

扶養義務者の所得証明書（ 原
本）

○ ○ ○

　 ※１ ．

　 ※２ ．高校生であ っ ても 定時制や通信制の場合の区分は「 その他」 に該当し ま す。

　 ※３ ．組合員から 認定対象者に対し て、 複数回送金し ている こ と が確認でき る も のが必要です。

　 ※４ ．

　 ※５ ．事業所得と は、 営業・ 不動産・ 農業・ 漁業・ 山林所得、 株式配当など を 指し ま す。

　 ※６ ．所得証明書の添付が必要な方については、 「 所得証明書添付事例」 ※１ でご 確認く ださ い。

　 　 　 　 昨年と 比べて 収入に変動がある 場合は、 それを 証明する 書類も 必要です。 （ 復職・ 離職辞令や年金振込通知書の写し な ど ）

　 ※７ ．国内居住要件の例外事由を 確認でき る 書類と は以下のも の指し ま す。

勤務先で作成さ れた毎月の総支給額が記載さ れたも の。 昨年１
月から 当年１ ２ 月ま での２ 年間、 各月分が必要
支給済みのも のに関し ては給与明細の写し でも 可

最新の年金額が確認でき る も の（ 振込通知書など ）
源泉徴収票は不可

口座の名義人が確認でき る 部分も 必要
手渡し の場合は被扶養者から の申立書でも 可

【 別居の場合】
　 送金事実が確認でき る も の（ 通帳の写し など ） ※3

扶養義務者の収入が確認でき る
も の（ 非課税の収入も 含む） ○ ○

必
須

　 在学証明（ 原本。 学生証の写し 等は不可）

　 認定を 受けよ う と する 被扶養者の所得証明書（ 原本）

○

※6

その他所得証明書で詳細が確認でき ない収入（ 障害・ 遺族年
金、 個人年金など ） がある 場合

○

○ ○
※5

事業所得がある 場合は、 確定申告書の写し （ 収支内訳書を 含
む） も 必要

今現在で収入が無く と も 所得証明書に収入があ る 場合は、 その収入額が分かる も のを 提出し てく ださ い。 給与収入が扶養に入る 前
の収入であ る 場合は、 月々の明細や証明書でなく 、 退職の源泉徴収票でも 構いま せん。

被扶養者特別認定申請（ 資格確認） 提出書類一覧

提 出 書 類

区　 分

備 考

０
歳
～

義
務
教
育

そ
の
他

　 被扶養者特別認定申請書　 ※1

　 扶養の申立書　 ※1

【 被扶養者に収入がある 場合】 ※4

　
　 総収入が確認でき る 書類

（ 右に例示し た以外にも 収入がある 場
合は、 その収入の詳細が分かる も のを
ご 提出く ださ い）

収支内訳書も 必要

【 被扶養者に対し て、 組合員の他にも
扶養義務者がいる 場合】

 扶養義務者（ 組合員を 含む） の収入
額が確認でき る も の

⑤　 上記のほか、 渡航目的その他の事情を 考慮し て日本国内

　 に生活の基盤がある と 認めら れる 方

【 日本国内に認定対象者の住民票がない場合】
　 国内居住要件の例外事由を 確認でき る 書類 　 ※7

添付書類

査証（ ビ ザ） ま たは外国の学校に在籍し ている こ と が確認でき る も の

（ 学生証、 在学証明書ま たは入学証明書等の写し ）

査証（ ビ ザ） 、 組合員の海外赴任辞令ま たは海外の公的機関が発行す

る 居住証明書等の写し

査証（ ビ ザ） 、 ボラ ンテ ィ ア派遣機関の証明ま たはボラ ン テ ィ アの参

加同意書等の写し

出生や婚姻等を 証明する 書類等の写し

個別に判断し ま すのでお問い合わせく ださ い。

用紙については、 公立学校共済組合三重支部のホ ーム ページ（ ht t ps: //www. kour i t u. or . j p/mi e/） から ダウ ン ロ ード する こ と がで
き ま す。

②　 外国に赴任する 組合員に同行する 方

③　 観光、 保養ま たはボラ ン ティ ア 活動その他就労以外の目

　 的で長期に渡り 渡航する 方

④　 組合員が海外に赴任し ている 間に当該組合員と の身分関

　 係が生じ た方であっ て、 上記②と 同等と 認めら れる も の

該

当

す

る

場

合

に

添

付

例外該当事由

①　 外国に一時的に留学する 方
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し おり （ 任継）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 様式は当支部ホームページ（ URL https://www.kouritu.or.jp/mie/） から ダウ ンロ ード する こ

と ができ ます。  

提出期限ま では三重支部ト ッ プページの「 お知ら せ」 コ ーナーにも 掲載し ていま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 提出書類記入例 
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9 9 9 9 9 9 0 9 8 7 6 5 4 3

(  ) 円

1 0 1 ― X X X X

( ) 5 1 4 ― X X X X

上記のと おり 申告し ま す。

公立学校共済組合三重支部長　 　 様

年 月 日

－ －

記入漏れはあり ま せんか？

　 特に「 扶養の申立書」 は記入漏れが散見さ れま す。 書類作成時は記入例を参考に作成願いま す。

組合員から 別居の被扶養者に対する 複数回分（ ２ 回分以上） の送金が確認でき る 書類が添付さ れて
いま すか？

　 通帳の写し を添付さ れる 場合は、 その通帳の名義人が確認でき る 部分の写し も 添付し てく ださ い。
　 生活費等を現金で手渡し し ている 場合には、 「 扶養の申立書（ 資格確認用） 」 の「 ３ ． 扶養し なければ
　 なら ない事情」 に詳細を記入する と と も に、 認定を受けよ う と する 被扶養者から 、 「 生活費等の手渡し
　 に関する 申立書」 （ し おり Ｐ 10参照。 当支部ホームページから も ダウ ンロ ード 可） を提出し てく ださ い。

被扶養者にアルバイ ト ・ パート 収入等の給与収入が見込ま れる 場合、 勤務先発行の給与支払見込（ 実績）
証明書（ 月額及び年額の記載さ れたも の、 昨年１ 月分から １ ２ 月分と 当年１ 月分から １ ２ 月分） が添付
さ れていま すか？

　 当年の給与支払見込証明書が添付でき ない場合は、 過去の実績を基礎と し て自身で算出し た見込額を
　 「 扶養の申立書（ 資格確認用） 」 の「 １ ． 認定を受けよ う と する 被扶養者について」 の収入の有無欄に
　 記入し 、 組合員と 認定を受けよ う と する 被扶養者の連名で、 「 収入見込みに関する 申立書」 （ し おり
　 Ｐ 12参照。 当支部ホームページから も ダウ ンロ ード 可） を提出し てく ださ い。

被扶養者に年金収入がある 場合の「 年金額が確認でき る 書類」 は最新のも のが添付さ れていま すか？

所得証明書は、 必要な方の分全てが添付さ れていま すか？

　 認定を受けよ う と する 被扶養者以外の方も 所得証明書の添付が必要な場合があり ま す。
　 し おり Ｐ 13～Ｐ 15で、 提出前に必ず御確認く ださ い。

※ ※ ※送
付

提出書類チェ ッ ク リ ス ト ※詳細は、 同封のし おり を御確認く ださ い。 check

記入

添
付
書
類

処理
年月日 　 R　 　 ． 　 　 ．

審
査

入
力

発
行

TEL 059 〇〇〇 〇〇〇〇

令和 〇〇 〇〇 〇〇 氏 名 公立　 太郎

申 告 者
( 組 合 員 )

住 所 三重県〇市〇〇町〇〇〇番地

三重県〇市〇〇町〇〇〇番地

同居・ 別居 居所（ 実際に居住し ている 住所。 組合員と 同居の場合は省略可）

の　 区　 分 郵便番号 （ 都道府県名から 記載。 アパート 名等及び部屋番号を含む。 ）

同居・ 別居 東京都千代田区神田○－○－○　 コ ーポ××　 111号室

国内居住要件 住民票上の住所（ 居所と 同じ 場合は省略可）

の例外コ ード 郵便番号 （ 都道府県名から 記載。 アパート 名等及び部屋番号を含む。 ）

360 ,000長男 コ ウ リ ツ 　 キョ ウ タ
1 4 1 0公立　 共太11

0 5 0 6 大学院生

年間収入推計額
認定を受けよ う する 者の氏名

年
号

年 月 日

任意継続組合員 公立　 太郎
公立
三重

続柄
( コ ード )

フリ ガナ
性
別

生年月日

職業

所属コ ード 所属所名 組合員氏名 組合員証記号番号

共済組合受付印

被 扶 養 者 特 別 認 定 申 請 書
（ 資 格 確 認 用 ）

☆☆ 記入上の注意点 ☆☆

１ ． 所属コ ード 、 所属所名
任意継続組合員の方は「 所属コ ード ： 9 9 9 9 9 9 」 「 所属所名： 任意継続組合員」 と
記載し てく ださ い。

２ ． 組合員証記号番号
組合員証を確認し 、 組合員証番号を記入（ 右詰め、 頭0 埋め） し てく ださ い。

３ ． 続柄コ ード
裏面のコ ード 表で確認し 、 記入し てく ださ い。

４ ． 居所、 住所
（ １ ） 同居・ 別居の区分は、 住民票上でなく 、 実際の居所において同居・ 別居の区

分を判断し て記入し てく ださ い。 同居の場合、 右の居所欄は記入不要です。

（ ２ ） 住民票上の住所は、 認定対象者と 組合員と の同居・ 別居に関わら ず記入し て
く ださ い。 日本国内に住民票がない場合は「 なし 」 と 記入し てく ださ い。

（ ３ ） 国内居住要件の例外コ ード は、 日本国内に住民票がない場合のみ、 裏面の
コ ード 表を参照のう え該当する コ ード を 記入し 、 該当する 確認書類を添付し て
く ださ い。

記入例
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R1. 5. 1改

　 扶　 養　 の　 申　 立　 書 （ 資格確認用）

１ ． 認定を受けよ う と する 被扶養者について

　 1． 有   

　 2． 無（ 　 死亡　 ・ 　 その他　 ）

※  組合員と 別居の場合記入し てく ださ い。

　 1． 有 （ 同居人と 組合員の続柄 ） 　 1． 有（ 円／月）

　 2． 無 　 2． 無

※  退職を 理由と し て認定を受けた（ 受けよ う と する ） 場合に記入し てく ださ い。

　 1． 雇用保険の支給終了 （ 終了日 月 日）

　 2． 受給権を 放棄し ている

　 3． 給付制限期間中である （ 支給開始予定日 年 月 日）

　 4． その他 （ ）

　 1． 老齢（ 退職） 年金 ・ 円

　 2． 遺族年金 ・ 円

　 3． 障害年金 ・ 円

　 4． 個人年金 ・ 円

　 5． 給与（ アルバイ ト 含む） ・ 円

　 6． 株式・ 投資信託等 ・ 円

　 7． 雇用保険 ・ 円

　 8． その他（ 不動産・ 営業等） ・ 円

円

２ ． 家族構成について （ 注） 認定を 受けよ う と する 被扶養者についても 記入し てく ださ い。

３ ． 扶養し なければなら ない事情（ 必ず記入し てく ださ い。 ）
　 　 （ 就労でき ない事情、 別居し ている 場合にはその理由及び送金方法等を 具体的に記入し てく ださ い。 ）

（ 別紙へ記入可）

上記のと おり 相違あり ま せん。

  公立学校共済組合三重支部長  様

令和

氏 名 生 年 月 日 年 齢 同居・ 別居の別 配偶者の有無

公立　 共太 平成 10 年 5

年 月 日

年

別居

別居先での同居人の有無 金銭支援の有無及び金額

100, 000

退 職 日 雇用保険の支給について

月 6 日 24 同居 ・

有 無 0
有 無 0

認定を 受けよ う と する 被扶養者の収入の有無（ 収入の種類と 見込み額） 　 ※　 必ず記入し てく ださ い。

種 別 有 無 見 込 額 備考（ 算出方法・ 根拠を 記入し て下さ い）

有 無 0

有 無 0
有 無 0

有 無 0
有 無 432, 000 別紙「 給与支払見込証明書」 参照

続 柄 氏 名 生 年 月 日 職 業
同居・ 別居の別

現 住 所
前 年 度 当 年 度

有 無 0
合　 　 計　 （ 必ず記入し てく ださ い。 ） 432, 000

三重県津市○町○-○

妻 公立　 花子 S. 34. 12. 31 無職 同 ・  別 同 ・  別 〃

組合員 公立　 太郎 S. 33. 4. 11

〃

長男 公立　 共太 H10. 5. 6 大学院生 同 ・  別 同 ・  別 札幌市中央区北３ 条西○丁目　 ○号室

長女 公立　 良子 H. 4. 3. 15 ピ アノ 講師 同 ・  別 同 ・  別

同 ・  別 同 ・  別

同 ・  別 同 ・  別

同 ・  別 同 ・  別

　 公立　 太郎

　 現在、 北海道で一人暮ら し をし ながら 大学院に通っ ている 。
　 アルバイ ト をし ている が、 授業や研究等が忙し く 、 アルバイ ト 収入は一月当たり ３ ～４ 万円程度であ
る 。 （ 別添給与支払見込証明書のと おり ）
　 妻は専業主婦で収入は無く 、 長男の生計維持は私が行っている 。
　 送金については、 私が長男名義の口座へ毎月行っ ている 。 （ 別添通帳の写し のと おり ）

所 属 所 名 　 任意継続組合員

○ 年 ○ 月 ○ 日 組 合 員 氏 名

裏面も 必ず御確認く ださ い！！
（ HPから ダウ ン ロ ード し た場合・ ２ ページ目）

【 記入例】
任意継続組合員

給与収入があ る 場合は、 事業主発行の
給与支払見込証明書を 添付し てく ださ い。

該当する 収入が無い場合は、 「 無」 を
○で囲み、 見込額に0円と 記入し てく ださ い。

組合員から 見たそれぞれの続柄を
記入し てく ださ い。

認定を 受けよ う と する 被扶養者に
ついても 必ず記入し てく ださ い。

送金が不定期又は送金額が定額でない場合は、年額÷12（円未満切捨て）
にて算出した金額を記入してください
複数回分の通帳の写し や振込依頼書の写し （金額及び名義の分かるもの）
を 提出し てく ださ い。

こ の欄には、 当年１ 月～１ ２ 月ま での収入（ 見込） 額を記入し ていただき 、 収入見込みがある 場合
には必ずその根拠を 示す書類を 添付し てく ださ い。 ただし 、 年金（ 個人年金を 含む。 ） については、
決定額を 記入し てく ださ い。

「 所得証明書」 に記載さ れている 額は、 昨年の１ 月～１ ２ 月の所得ですので、 御注意く ださ い。
事業所得者の方については、 「 確定申告書」 に記載さ れている 額を 当年の収入見込額と し て取り 扱

いま す。 事業所得者が資格確認の対象の場合は特に御注意く ださ い。

年金・ 給与に関し て所得税や介護保険料など が
控除さ れる 場合は、 控除前の総収入額（ 非課税
収入を 含む。 ） を記入し てく ださ い。
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公立学校共済組合三重支部長　　様

から、手渡しで

　　　　　　　

　３．他の親族からの送金　　　　　　有　・　無

（ 円）※有の場合のみ記入

私（被扶養者） 公立　花子 は、組合員 公立　太郎

令和○○ ○ 月 ○ 日

生活費等の手渡しに関する申立書

年

生活費を受け取っており、その内容は下記のとおりであることを申し立てます。

記

　１．頻　　度

　２．金　　額 100,000 円／月

被扶養者氏名 公立　花子

月に一度帰省するとき

住 所 ○○市○○町○－○　○○アパート○○○号

認定を受けようとする方（家族）の氏名

を記入してください。

組合員の氏名を記入してください。

認定を受けようとする方（家族）の署

名・押印をお願いします。

手渡しで受取頻度及び一回あたりの

受取額を記入してください。
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し おり （ 任継）  

 

 

給与支払見込証明書 

                  従業員氏名 ：  公立 共太      

                  勤 務 形 態 ：  アルバイ ト （ レ ジ担当）  

 

記 

 

勤務対象月 
給与支払総額 

( 非課税分含む)  
備  考 勤務対象月 

給与支払総額 

( 非課税分含む）  
備  考 

令和 7 年 1 月  円   令和 8 年 1 月 31, 000 円   

令和 7 年 2 月  円   令和 8 年 2 月 29, 000 円   

令和 7 年 3 月  円   令和 8 年 3 月 54, 000 円   

令和 7 年 4 月 10, 000 円  4 月 22 日就労 令和 8 年 4 月 10, 000 円   

令和 7 年 5 月 45, 000 円   令和 8 年 5 月 45, 000 円   

令和 7 年 6 月 38, 000 円   令和 8 年 6 月 38, 000 円  賞与 1 万円含む 

令和 7 年 7 月 48, 000 円   令和 8 年 7 月 48, 000 円   

令和 7 年 8 月 60, 000 円   令和 8 年 8 月 60, 000 円   

令和 7 年 9 月 48, 000 円   令和 8 年 9 月 48, 000 円   

令和 7 年 10 月 19, 000 円   令和 8 年 10 月 19, 000 円   

令和 7 年 11 月 22, 000 円   令和 8 年 11 月 22, 000 円   

令和 7 年 12 月 58, 000 円  賞与２ 万円含む 令和 8 年 12 月 68, 000 円  賞与３ 万円含む 

合  計 348, 000 円  合  計 472, 000 円  

 

健康保険の加入の有無    有 ・  無 

 

 

上記のと おり 証明し ま す。  

 

 令和 ８  年 〇月 ○日 

              〒１ ０ １ －０ ０ ６ ２  

               東京都千代田区神田駿河台２ －９  

                コ ウ リ ツマート  

               代表  共 済  厚 夫 

作成例 

代
表
者
印 
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し おり （ 任継）  

 

 

 

 公立学校共済組合三重支部長  様 

 

収入見込みに関する 申立書 

 公立 共太 の給与支払見込証明について勤務先の事業所に発行を 依頼し ま し たが、

下記の理由によ り 発行さ れなかったため、 自身で算出し た見込額を提出し ま す。  
 

記 
 

 １ ． 勤務先（ 業種等）  

公立三重着物着付け教室（ 講師）   

 ２ ． 発行不可能である 理由 

登録制の日給パート であり 、 月々の就労が不定期である ため。  

 ３ ． 見込額及び算出方法 

   昨年の勤務内容（ ８ ， ０ ０ ０ 円／一日、 月平均２ ～４ 日勤務） を 参考に 

   １ １ 月、 １ ２ 月は月８ 回、 それ以外は月４ 回勤務と し て算出 

 

対象月 
給与支払総額 

（ 非課税分含む）  
備  考 

令和 ８  年 １ 月 40, 000 円  実績 ・  見込 別紙「 給与明細（ 写）」 参照 

令和 ８  年 ２ 月 24, 000 円  実績 ・  見込 別紙「 給与明細（ 写）」 参照 

令和 ８  年 ３ 月 16, 000 円  実績 ・  見込 別紙「 給与明細（ 写）」 参照 

令和 ８  年 ４ 月 16, 000 円  実績 ・  見込 別紙「 給与明細（ 写）」 参照 

令和 ８  年 ５ 月 24, 000 円  実績 ・  見込 別紙「 給与明細（ 写）」 参照 

令和 ８  年 ６ 月 32, 000 円  実績 ・  見込 別紙「 給与明細（ 写）」 参照 

令和 ８  年 ７ 月 32, 000 円  実績 ・  見込  

令和 ８  年 ８ 月 32, 000 円  実績 ・  見込  

令和 ８  年 ９ 月 32, 000 円  実績 ・  見込  

令和 ８  年１ ０ 月 32, 000 円  実績 ・  見込  

令和 ８  年１ １ 月 64, 000 円  実績 ・  見込  

令和 ８  年１ ２ 月 64, 000 円  実績 ・  見込  

合  計 408, 000 円    

 

 上記の内容に相違あり ま せん。  

 令和 ８  年 〇月 ○日 

              組合員氏名 ：  公 立  太 郎  

              被扶養者氏名 ：  公 立  共 太  

作成例 

昨年１ 月から 12 月分の

給与明細の写し も 添付

し て く ださ い（ 記入は

不要）。  
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１
．

認
定

対
象

者
の

ご
家

族
の

「
所

得
証

明
書

」
を

添
付

し
て

い
た

だ
く

意
義

に
つ

い
て

２
．

こ
の

フ
ロ

ー
チ

ャ
ー

ト
を

参
照

す
る

に
当

た
っ

て
の

注
意

事
項

３
.
所

得
証

明
書

を
省

略
で

き
る

場
合

　
認

定
対

象
者

が
全

日
制

の
高

等
学

校
に

在
籍

し
て

い
る

場
合

、
そ

の
認

定
対

象
者

の
「

所
得

証
明

書
」

は
「

在
学

証
明

書
」

に
代

え
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

　
※

【
参

考
】

特
別

認
定

の
種

類

被
扶

養
者

特
別

認
定

に
は

３
種

類
の

申
請

が
あ

り
ま

す
。

①
　

被
扶

養
者

認
定

（
普

通
認

定
を

含
む

。
）

を
受

け
て

い
な

い
方

が
、

新
た

に
組

合
員

の
被

扶
養

者
と

し
て

特
別

認
定

を
受

け
よ

う
と

す
る

際
に

行
う

申
請

の
こ

と
。

②
　

組
合

員
の

普
通

認
定

被
扶

養
者

と
し

て
認

定
を

受
け

て
い

る
方

が
扶

養
手

当
（

給
与

上
）

の
認

定
が

取
り

消
さ

れ
た

も
の

の
、

組
合

員
の

健
康

保
険

に
お

け
る

被
扶

養
者

要

件
を

満
た

し
て

お
り

、
引

き
続

き
被

扶
養

者
と

し
て

認
定

さ
れ

る
こ

と
を

希
望

す
る

際
に

行
う

申
請

の
こ

と
。

（
例

）
普

通
認

定
を

受
け

て
い

る
子

が
満

２
２

歳
に

到
達

し
た

年
度

末
を

迎
え

扶
養

手
当

の
認

定
は

取
り

消
さ

れ
る

も
の

の
、

引
き

続
き

組
合

員
の

健
康

保
険

上
の

被
扶

養
者

　
　

と
し

て
認

定
す

る
必

要
が

あ
る

場
合

に
行

う
申

請
の

こ
と

。

③
　

特
別

認
定

被
扶

養
者

と
し

て
認

定
さ

れ
て

い
る

方
が

、
過

去
１

年
間

被
扶

養
者

と
し

て
の

要
件

を
満

た
し

て
い

た
か

及
び

向
こ

う
１

年
間

被
扶

養
者

と
し

て
の

要
件

を
欠

く

こ
と

が
な

い
か

に
つ

い
て

確
認

す
る

際
に

行
っ

て
い

た
だ

く
申

請
の

こ
と

。

　
毎

年
７

月
頃

に
、

共
済

組
合

か
ら

所
属

所
を

通
じ

て
該

当
組

合
員

の
方

へ
資

格
確

認
の

通
知

を
い

た
し

ま
す

。
そ

の
通

知
後

に
行

っ
て

い
た

だ
く

申
請

で
あ

り
、

該
当

組
合

員
の

方
か

ら
年

度
初

め
等

に
自

発
的

に
行

っ
て

い
た

だ
く

申
請

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

　
所

得
証

明
書

の
添

付
を

求
め

ら
れ

る
組

合
員

以
外

の
扶

養
義

務
者

が
、

組
合

員
の

普
通

認
定

の
被

扶
養

者
と

な
っ

て
い

る
場

合
や

、
公

立
学

校
共

済
組

合
三

重
支

部
の

組
合

員
で

あ
る

場
合

は
組

合
員

及
び

扶
養

義
務

者
の

所
得

証
明

書
を

省
略

で
き

ま
す

。

　
こ

の
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

は
「

所
得

証
明

書
」

の
添

付
が

必
要

と
さ

れ
る

方
の

事
例

の
一

部
を

表
し

た
も

の
で

す
。

申
請

状
況

に
合

致
す

る
事

例
が

確
認

で
き

な
い

場
合

に
は

、
当

支
部

の
担

当
者

ま
で

直
接

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

　
組

合
員

の
給

与
収

入
が

、
組

合
員

以
外

の
扶

養
義

務
者

の
総

収
入

よ
り

も
多

い
場

合
、

組
合

員
に

つ
い

て
は

給
与

収
入

の
源

泉
徴

収
票

の
提

出
で

所
得

証
明

書
の

提
出

に
代

え
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

そ
の

場
合

で
あ

っ
て

も
組

合
員

以
外

の
扶

養
義

務
者

の
所

得
証

明
書

の
提

出
は

必
要

で
す

。

　
認

定
対

象
者

に
対

し
て

、
複

数
の

扶
養

義
務

者
（

子
に

対
し

て
両

親
な

ど
）

が
い

る
場

合
、

最
も

収
入

が
多

い
者

の
扶

養
に

入
っ

て
い

た
だ

く
こ

と
に

な
り

ま
す

。
複

数
の

扶
養

義
務

者
の

中
で

も
組

合
員

が
最

も
収

入
が

多
い

と
確

認
す

る
た

め
に

被
扶

養
者

以
外

の
所

得
証

明
書

を
ご

提
出

い
た

だ
き

、
組

合
員

が
認

定
対

象
者

の
主

た
る

扶
養

義
務

者
と

い
え

る
か

を
判

断
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
下

記
「

３
」

の
場

合
を

除
き

、
所

得
証

明
書

を
別

の
書

類
で

代
用

又
は

省
略

す
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。

継
続

申
請

…

新
規

申
請

認
定

区
分

変
更

申
請

所
得

証
明

書
添

付
事

例
（

資
格

確
認

用
）

… …

（
資

格
確

認
）

　
組

合
員

が
産

前
産

後
休

業
又

は
育

児
休

業
中

の
場

合
は

、
組

合
員

お
よ

び
他

の
扶

養
義

務
者

の
所

得
証

明
書

は
省

略
で

き
ま

す
。

（
新

規
申

請
は

除
く

）
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（
組

合
員

の
兄

弟
姉

妹
）

（
組

合
員

の
兄

弟
姉

妹
）

（
組

合
員

の
兄

弟
姉

妹
）

認
定

対
象

者
の

配
偶

者

（
そ

の
１

）

　
い

ま
す

か
？

４
）

認
定

対
象

者

組
合

員

認
定

対
象

者
の

配
偶

者

認
定

対
象

者

所
得

証
明

書
の

添
付

が
必

要
な

者

２
）

３
）

組
合

員
の

配
偶

者

組
合

員

１
）

認
定

対
象

者

１
）

認
定

対
象

者

２
）

い
い

え

　
認

定
対

象
者

の
組

合
員

以
外

　
は

い

認
定

対
象

者

組
合

員

１
）

認
定

対
象

者
の

配
偶

者

い
い

え

　
　

　
　

　
　

　
は

い
ま

す
か

？
）

　
い

ま
す

か
？

　
（
組

合
員

に
兄

弟
姉

妹

　
認

定
対

象
者

に
は

認
定

対
象

者
の

組
合

員
以

外
の

子

認
定

対
象

者
の

組
合

員
以

外
の

子

認
定

対
象

者

　
組

合
員

以
外

に
も

子
は

実
子

養
子

　
組

合
員

と
認

定
対

象

い
い

え

　
組

合
員

・
認

定
対

象
者

は

い
い

え

　
組

合
員

以
外

に
も

子
は

　
（
組

合
員

に
兄

弟
姉

妹

　
　

　
　

　
　

　
は

い
ま

す
か

？
）

　
い

ま
す

か
？

　
認

定
対

象
者

に
は

　
い

い
え

　
組

合
員

以
外

に
も

子
は

認
定

対
象

者
の

組
合

員
以

外
の

子

（
組

合
員

の
兄

弟
姉

妹
）

　
認

定
対

象
者

に
は

　
い

ま
す

か
？

１
）

３
）

　
は

い

２
）

義
母

（
そ

の
２

）
へ

３
）

２
）

配
偶

者

　
現

在
配

偶
者

は

実
父

　
組

合
員

以
外

に
も

子
は

　
は

い
　

認
定

対
象

者
に

は
　

認
定

対
象

者
に

は

　
者

は
現

在
同

居
し

て

　
認

定
対

象
者

に
は

　
は

い

い
い

え

　
現

在
配

偶
者

は

　
は

い

　
現

在
同

居
し

て
い

ま
す

か
？

２
）

　
組

合
員

・
認

定
対

象
者

は

２
）

所
得

証
明

書
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

（
資

格
確

認
用

）

い
い

え
義

父

認
定

対
象

者

組
合

員

認
定

対
象

者
の

配
偶

者

い
い

え

認
定

対
象

者
の

組
合

員
以

外
の

子

実
母

　
い

ま
す

か
？

　
い

ま
す

か
？

  
組

合
員

に
と

っ
て

  
認

定
対

象
者

は
？

３
）

　
は

い
　

は
い

　
認

定
対

象
者

の
組

合
員

以
外

　
の

子
（
組

合
員

の
兄

弟
姉

妹
）
と

　
い

ま
す

か
？

　
（
組

合
員

に
兄

弟
姉

妹

　
　

　
　

　
　

　
は

い
ま

す
か

？
）

　
（
組

合
員

に
兄

弟
姉

妹

　
　

　
　

　
　

　
は

い
ま

す
か

？
）

い
い

え

１
）

　
現

在
同

居
し

て
い

ま
す

か
？

１
）

　
の

子
（
組

合
員

の
兄

弟
姉

妹
）
と

１
）

組
合

員

３
）

１
）

１
）

２
）

３
）

認
定

対
象

者
１

）

組
合

員

３
）

組
合

員

認
定

対
象

者

認
定

対
象

者

組
合

員
の

配
偶

者
の

父
母

　
は

い

　
は

い

４
）
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（
組

合
員

の
配

偶
者

の
兄

弟
姉

妹
）

　

認
定

す
る

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

.

　
　

 　
同

居
が

認
定

要
件

と
な

り
ま

す
。

（
組

合
員

の
配

偶
者

の
兄

弟
姉

妹
）

１
）

　
認

定
対

象
者

に
は

１
）

　
現

在
同

居
し

て
い

る
子

　
認

定
対

象
者

に
は

３
）

　
は

い
ま

す
か

？

　
（
組

合
員

の
配

偶
者

の

２
）

　
組

合
員

に
は

所
得

証
明

書
の

添
付

が
必

要
な

者

  
組

合
員

に
と

っ
て

  
認

定
対

象
者

は
？

義
父

義
母

　
は

い

　
　

　
い

い
え

２
）

認
定

対
象

者

組
合

員

認
定

対
象

者
の

配
偶

者

（
組

合
員

の
配

偶
者

の
兄

弟
姉

妹
）

認
定

対
象

者
の

配
偶

者

４
）

組
合

員

認
定

対
象

者

認
定

対
象

者
の

組
合

員
の

配
偶

者
以

外
の

子

認
定

対
象

者
の

組
合

員
の

配
偶

者
以

外
の

子

認
定

対
象

者
の

組
合

員
の

配
偶

者
以

外
の

子

認
定

対
象

者

組
合

員

組
合

員
の

配
偶

者

組
合

員
者

認
定

対
象

者

組
合

員
の

配
偶

者

認
定

対
象

者
の

配
偶

者

３
）

４
）

１
）

４
）

　
現

在
配

偶
者

は

５
）

　
者

は
現

在
同

居
し

て

　
組

合
員

に
は

　
子

は
い

ま
す

か
？

１
）

　
　

い
い

え

　
い

ま
す

か
？

　
子

は
い

ま
す

か
？

　
い

い
え

　
は

い

　
は

い

　
　

い
い

え

　
（
組

合
員

の
配

偶
者

の

　
現

在
同

居
し

て
い

る

　
現

在
配

偶
者

は

　
い

ま
す

か
？

　
は

い

　
に

も
現

在
同

居
し

て
い

る

　
組

合
員

の
配

偶
者

以
外

　
は

い
　

は
い

　
認

定
対

象
者

に

　
は

現
在

配
偶

者

　
は

い
ま

す
か

？

４
）

２
）

認
定

対
象

者
１

）

３
）

２
）

　
組

合
員

の
配

偶
者

以
外

３
）

２
）

認
定

対
象

者
の

配
偶

者

組
合

員

　
認

定
対

象
者

に
は

組
合

員
の

配
偶

者

２
）

３
）

　
組

合
員

と
認

定
対

象

　
は

い

い
い

え

（
そ

の
２

）

　
に

も
現

在
同

居
し

て
い

る

　
　

　
　

　
　

　
　

　
兄

弟
姉

妹
）

１
）

　
は

い
認

定
対

象
者

認
定

対
象

者

組
合

員

組
合

員
の

配
偶

者

　
子

は
い

ま
す

か
？

３
）

１
）

（
組

合
員

の
配

偶
者

の
兄

弟
姉

妹
）

２
）

認
定

対
象

者
の

組
合

員
の

配
偶

者
以

外
の

子
３

）

１
）

　
認

定
対

象
者

に
は

組
合

員
の

配
偶

者
の

父
母

い
い

え

　
（
組

合
員

の
配

偶
者

の

　
　

　
　

　
　

　
　

　
兄

弟
姉

妹
）

い
い

え

　
　

　
　

　
　

　
　

　
兄

弟
姉

妹
）

　
（
組

合
員

の
配

偶
者

の

　
　

い
い

え

　
い

ま
す

か
？

　
※

　
認

定
対

象
者

が
姻

族
（
義

父
・
義

母
な

ど
）
の

場
合

は

認
定

対
象

者

組
合

員

　
　

　
　

　
　

　
　

　
兄

弟
姉

妹
）

16/18



【 別表】

改正： 平成26年1月1日

項番 該当所得 取扱い

1 給料賃金 一般、 不動産 ○

2 外注工賃 一般 ○

3 雇人費 農業 ○

4 小作料・ 賃借料 農業 ○

5 減価償却費 一般、 農業、 不動産 ×

6 貸倒金 一般、 農業、 不動産 ×

7 地代家賃 一般、 不動産 ○

8 利子割引料 一般、 農業 ×

9 借入金利子 不動産 ×

10 租税公課 一般、 農業、 不動産 ×

11 荷造運賃 一般 ○

12 水道光熱費 一般 ○

13 旅行交通費 一般 ○

14 通信費 一般 ○

15 広告宣伝費 一般 ×

16 接待交際費 一般 ×

17 損害保険料 一般、 不動産 ×

18 育苗費 農業 ○

19 素畜費 農業 ○

20 肥料費 農業 ○

21 飼料費 農業 ○

22 農具費 農業 ○

23 農薬衛生費 農業 ○

24 諸材料費 農業 ○

25 修繕費 一般、 農業、 不動産 ○

26 消耗品費 一般 ○

27 福利厚生費 一般 ×

28 動力光熱費 農業 ○

29 作業用衣料費 農業 ○

30 農業共済掛金 農業 ×

31 荷造運賃手数料 農業 ○

32 土地改良費 農業 ○

33 雑費 一般、 農業、 不動産 △

34 専従者給与 ○

35 各種引当金 ×

○： 必要経費と し て認めら れる も の

△： 内容によ って必要経費と し て認めら れる も の

×： 必要経費と し て認めら れないも の

　 ※　 上記にない費用科目については、 その内容が明ら かと なる 書類を 御提出いただいた

　 　 上で判断し ま す。

科目

そ
の
他
の
経
費

被扶養者認定における 事業所得者の経費の取扱い一覧
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任
継

№
分

類
Ｑ

Ａ

1

　
認

定
を

受
け

よ
う

と
す

る
被

扶
養

者
に

ア
ル

バ
イ

ト
や

パ
ー

ト
収

入
（

見
込

）
が

あ
る

場
合

は
そ

の
額

を
確

認
す

る
こ

と
の

で
き

る
書

類
を

添
付

す
る

こ
と

と
な

っ
て

い
る

が
、

具
体

的
に

ど
の

よ
う

な
も

の
を

添
付

す
れ

ば
よ

い
か

。

　
給

与
収

入
が

あ
る

場
合

は
、

勤
務

先
か

ら
発

行
さ

れ
た

、
昨

年
１

月
分

か
ら

１
２

月
分

と
当

年
１

月
分

か
ら

１
２

月
分

ま
で

の
給

与
支

払
見

込
（

実
績

）
証

明
書

を
添

付
し

て
く

だ
さ

い
。

　
実

績
分

に
つ

い
て

は
、

給
与

明
細

書
の

写
し

で
も

構
い

ま
せ

ん
。

2

　
（

上
記

設
問

「
１

」
の

回
答

を
受

け
て

）
　

不
定

期
に

働
い

て
い

る
た

め
、

事
業

所
か

ら
「

給
与

支
払

見
込

証
明

書
」

を
徴

収
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
　

ど
の

よ
う

に
し

た
ら

よ
い

か
。

　
「

扶
養

の
申

立
書

（
資

格
確

認
用

）
」

の
過

去
の

実
績

を
基

礎
と

し
て

自
身

で
算

出
し

た
見

込
額

を
「

扶
養

の
申

立
書

（
資

格
確

認
用

）
」

の
「

１
．

認
定

を
受

け
よ

う
と

す
る

被
扶

養
者

に
つ

い
て

」
の

収
入

の
有

無
欄

に
記

入
し

、
組

合
員

と
認

定
を

受
け

よ
う

と
す

る
被

扶
養

者
の

連
名

で
、

「
収

入
見

込
み

関
す

る
申

立
書

」
（

P
1

3
参

照
。

当
支

部
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
可

）
を

提
出

し
て

く
だ

さ
い

。
　

 た
だ

し
、

実
績

（
支

払
済

分
）

に
つ

い
て

は
、

必
ず

勤
務

先
か

ら
発

行
さ

れ
た

給
与

支
払

実
績

証
明

書
又

は
給

料
明

細
の

写
し

（
全

て
）

を
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

3
　

昨
年

の
収

入
は

「
所

得
証

明
書

」
で

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
る

に
も

関
わ

ら
ず

、
給

与
収

入
が

あ
っ

た
場

合
、

「
給

与
支

払
証

明
書

」
や

「
給

料
明

細
の

写
し

」
を

追
加

添
付

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

は
何

故
か

。

　
「

所
得

証
明

書
」

で
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
の

は
、

あ
く

ま
で

『
年

間
』

収
入

で
す

。
　

被
扶

養
者

の
認

定
要

件
に

は
、

「
月

額
1

0
8

,3
3

4
円

又
は

1
2

5
,0

0
0

円
、

1
5

0
,0

0
0

円
を

恒
常

的
に

超
過

し
て

い
な

い
こ

と
」

と
い

う
も

の
も

あ
り

、
年

額
だ

け
で

な
く

月
額

に
つ

い
て

も
確

認
さ

せ
て

い
た

だ
く

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

「
所

得
証

明
書

」
と

は
別

に
昨

年
各

月
ご

と
の

給
料

額
を

確
認

す
る

こ
と

の
で

き
る

書
類

が
必

要
と

な
り

ま
す

。

4

　
認

定
を

受
け

よ
う

と
す

る
被

扶
養

者
と

は
別

居
し

て
る

が
、

生
活

費
等

の
支

援
を

金
融

機
関

の
口

座
振

込
み

で
は

な
く

、
手

渡
し

で
行

っ
て

い
る

。
　

送
金

事
実

を
確

認
で

き
る

書
類

と
し

て
は

、
ど

の
よ

う
な

も
の

を
添

付
す

れ
ば

よ
い

か
。

　
「

扶
養

の
申

立
書

（
資

格
確

認
用

）
」

の
「

３
．

扶
養

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
事

情
」

に
詳

細
を

記
入

す
る

と
と

も
に

、
認

定
を

受
け

よ
う

と
す

る
被

扶
養

者
か

ら
、

「
生

活
費

等
の

手
渡

し
に

関
す

る
申

立
書

」
（

P
１

１
参

照
。

当
支

部
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
も

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

可
）

を
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

5
　

認
定

を
受

け
よ

う
と

す
る

被
扶

養
者

で
あ

る
親

と
母

屋
と

離
れ

に
分

か
れ

て
暮

ら
し

て
い

る
。

食
事

は
一

緒
に

し
て

お
り

、
事

実
上

は
同

居
で

あ
る

が
、

認
定

を
受

け
る

た
め

に
は

送
金

の
必

要
が

あ
る

か
。

　
母

屋
と

離
れ

又
は

隣
家

に
組

合
員

と
認

定
を

受
け

よ
う

と
す

る
被

扶
養

者
が

分
か

れ
て

居
を

構
え

て
い

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、
設

問
の

よ
う

に
食

事
な

ど
を

共
に

し
、

事
実

上
の

生
計

が
同

一
で

あ
る

場
合

は
同

居
と

み
な

し
ま

す
。

　
「

扶
養

の
申

立
書

（
資

格
確

認
用

）
」

の
「

３
．

扶
養

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
事

情
」

に
現

況
を

詳
細

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

6

　
勤

務
地

の
関

係
で

、
自

宅
に

認
定

を
受

け
よ

う
と

す
る

被
扶

養
者

を
含

む
家

族
を

残
し

、
組

合
員

の
み

単
身

赴
任

を
し

て
い

る
。

頻
繁

に
自

宅
に

戻
り

家
族

と
生

活
を

共
に

し
て

い
る

が
、

こ
の

よ
う

な
場

合
も

認
定

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
へ

の
送

金
は

必
要

か
。

　
転

勤
な

ど
の

理
由

で
一

時
的

に
別

居
を

余
儀

な
く

さ
れ

る
場

合
に

は
、

自
宅

に
住

む
認

定
を

受
け

よ
う

と
す

る
被

扶
養

者
と

同
居

と
み

な
し

ま
す

。
　

送
金

の
有

無
は

問
い

ま
せ

ん
が

、
別

居
の

理
由

及
び

現
況

の
詳

細
を

必
ず

「
扶

養
の

申
立

書
（

資
格

確
認

用
）

」
に

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

7
提

出
書

類
　

「
在

学
証

明
書

」
や

「
所

得
証

明
書

」
は

、
写

し
で

も
対

応
可

能
か

。
　

原
本

を
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

　
写

し
で

対
応

可
能

な
書

類
は

、
次

の
例

よ
う

な
共

済
組

合
へ

の
原

本
提

出
が

不
可

能
な

も
の

に
限

り
ま

す
。

　
【

例
】

確
定

申
告

書
、

収
支

内
訳

書
、

通
帳

、
年

金
振

込
通

知
書

、
年

金
額

改
定

通
知

書
な

ど

8

　
大

学
院

生
の

組
合

員
の

子
が

今
年

の
４

月
１

日
以

降
に

「
認

定
区

分
変

更
」

で
特

別
認

定
被

扶
養

者
と

し
て

認
定

さ
れ

て
い

る
が

、
今

回
の

共
済

組
合

か
ら

の
通

知
文

書
で

は
対

象
者

と
な

っ
て

い
な

い
。

　
今

回
の

資
格

確
認

の
手

続
き

の
必

要
は

な
い

の
か

。

　
当

年
４

月
１

日
以

降
に

新
規

又
は

認
定

区
分

変
更

で
特

別
認

定
を

受
け

た
被

扶
養

者
に

つ
い

て
は

、
今

回
の

対
象

者
か

ら
は

省
い

て
い

ま
す

。
　

被
扶

養
者

に
取

消
事

由
が

発
生

し
た

場
合

は
、

速
や

か
に

取
消

の
手

続
き

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。

9
　

今
回

の
共

済
組

合
か

ら
の

通
知

文
書

で
資

格
確

認
の

対
象

と
な

っ
て

い
る

被
扶

養
者

に
つ

い
て

、
７

月
１

日
付

け
で

特
別

認
定

か
ら

普
通

認
定

へ
の

区
分

変
更

を
行

っ
た

が
、

資
格

確
認

の
必

要
は

あ
る

か
。

　
資

格
確

認
の

対
象

者
は

、
当

年
７

月
１

日
時

点
に

お
い

て
特

別
認

定
を

受
け

て
い

る
被

扶
養

者
で

す
。

（
た

だ
し

、
当

年
４

月
１

日
以

降
に

、
新

規
又

は
認

定
区

分
変

更
で

特
別

認
定

を
受

け
た

被
扶

養
者

は
除

き
ま

す
。

）
　

よ
っ

て
、

照
会

の
ケ

ー
ス

の
場

合
は

、
資

格
確

認
を

受
け

る
必

要
は

あ
り

ま
せ

ん
。

1
0

　
今

回
の

共
済

組
合

か
ら

の
通

知
文

書
で

資
格

確
認

の
対

象
と

な
っ

て
い

る
被

扶
養

者
が

、
８

月
１

日
付

け
で

就
職

に
よ

り
被

扶
養

者
要

件
を

満
た

さ
な

く
な

っ
た

。
資

格
確

認
の

必
要

は
あ

る
か

。

　
資

格
確

認
の

対
象

者
は

、
前

述
の

と
お

り
で

す
。

　
よ

っ
て

、
照

会
の

ケ
ー

ス
の

場
合

は
、

資
格

確
認

を
受

け
て

い
た

だ
く

必
要

が
あ

り
ま

す
の

で
、

必
要

書
類

を
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

　
ま

た
、

８
月

１
日

以
降

、
速

や
か

に
被

扶
養

者
取

消
申

告
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

Ｑ
＆

Ａ

被
扶

養
者

に
対

す
る

送
金

そ
の

他

給
与

支
払

見
込

（
実

績
）

証
明

書
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